
日本の祭りin成田2014 ･････2
市立図書館開館30周年･･････6
日曜開庁などが休止･･･････ 16

主な内容

　うなりくんがデザインされた原動機付自転車用ナンバープ
レートの交付が開始されました。手にした人は、さっそく愛
車に取り付け。これで市内外を疾走すれば、本市とうなりく
んのPRになります。（10月1日・市役所駐輪場で）

新ナンバープレート登場
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日
本
の
祭
り
in
成
田
2
0
1
4
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
成
田
詣
、
ご
当
地
グ
ル
メ
屋
台
村

全
国
の
伝
統
芸
能
が
大
集
合

地
域
伝
統
芸
能
全
国
大
会
と
は

　
日
本
各
地
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝

統
芸
能
な
ど
の
公
演
を
通
じ
て
、
観
光

の
振
興
や
伝
統
芸
能
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
で
22
回
目
を
迎
え
、
千
葉
県

内
で
は
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
「
運
気
上
昇
の
ま
ち
成
田
で
出
会
う

日
本
の
ま
つ
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本

全
国
か
ら
32
団
体
、
海
外
か
ら
も
3
団

体
が
出
演
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
祭
り
や
踊
り
、
能
舞
、

獅
子
舞
と
い
っ
た
自
慢
の
伝
統
芸
能
を

披
露
し
ま
す
。

　
本
市
か
ら
は
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
成
田
祇
園
祭
」
を
は
じ
め
、「
取
香

の
三さ
ん
ば
そ
う

番
叟
」「
伊
能
歌
舞
伎
」「
台
方
麻
賀

多
神
社
神
楽
」
な
ど
が
出
演
し
ま
す
。

地
域
伝
統
芸
能
大
賞

　
地
域
伝
統
芸
能
全
国
大
会
の
主
催
を

は
じ
め
、
伝
統
芸
能
な
ど
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
地
域

伝
統
芸
能
活
用
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域

伝
統
芸
能
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

平
成
5
年
に
地
域
伝
統
芸
能
大
賞
を
創

設
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
地
域

伝
統
芸
能
の
活
用
を
通
じ
て
観
光
や
商

工
業
の
振
興
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
と

認
め
ら
れ
る
個
人
や
団
体
を
、
毎
年
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
、
成
田
祇
園
祭
実
行
委
員
会

が
「
地
域
伝
統
芸
能
大
賞
活
用
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
賞
の
受

賞
団
体
・
個
人
は
3
ペ
ー
ジ
の
通
り
で

す
。
11
月
8
日
㈯
に
国
際
文
化
会
館
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
大
会
を
通
じ
て
公

演
や
展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
日
＝
11
月
8
日
㈯
・
9
日
㈰

会
場
＝
国
際
文
化
会
館
、
成
田
山
総
門

前
広
場
・
表
参
道

交
通
規
制

時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

区
間
＝
J
R
成
田
駅
〜
薬
師
堂
〜
鍋
店

角
〜
信
徒
会
館
、
薬
師
堂
〜
幸
町
三

差
路

※
く
わ
し
く
は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://m
atsurinarita.jp/

）

ま
た
は
地
域
伝
統
芸
能
全
国
大
会

N
A
R
I
T
A
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
20
‐
1
5
4
0
）へ
。

市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
、
全
国
各
地
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
る
地
域
伝
統

芸
能
全
国
大
会
「
日
本
の
祭
り
in
成
田
2
0
1
4
」
が
11
月
8
日
・
9
日
に
国
際
文

化
会
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
集

結
す
る
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
成
田
詣
」
、
各
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
「
ご
当
地
グ
ル
メ
屋
台
村
」
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

広報なりた 2014.10.15 2



　
国
際
文
化
会
館
で
は
、
大
ホ
ー
ル
で

伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
ご
当

地
グ
ル
メ
屋
台
村（
詳
細
は
5
ペ
ー
ジ
）、

成
田
空
港
周
辺
市
町
に
よ
る
観
光
物
産

コ
ー
ナ
ー
、
大
ホ
ー
ル
で
の
公
演
を
終

え
た
団
体
が
登
場
す
る
出
演
団
体
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

披
露
さ
れ
る
伝
統
芸
能
は
左
表
の
通
り

で
す
。

　
な
お
、
大
ホ
ー
ル
へ
の
入
場
に
必
要

な
申
し
込
み
の
応
募
は
締
め
切
ら
れ
て

い
ま
す
。

日本の祭りin成田2014

メ
イ
ン
会
場

国
際
文
化
会
館

時間 内容
8日

午前10時 文化会館前に山車展示
11時30分 開場
午後0時30分 式典・表彰式
1時30分 成田祇園祭

篠笛・香川良子（東京）
2時 ひろしま安芸高田神楽（広島）

龍神舞（台湾）
2時45分 休憩
3時 石井の七福神と田植踊（福島）

気仙町けんか七夕太鼓（岩手）
下北の能舞（青森）
なまはげ太鼓（秋田）

4時 仙台すずめ踊り（宮城）
山形花笠踊り（山形）
フィナーレ

9日
午前11時 取香の三番叟

武術 天真正伝香取神道流
午後0時5分 休憩
0時20分 ひろしま安芸高田神楽

下北の能舞
1時 佐原ばやし（神崎町）

越中おわら（富山）
阿波おどり（徳島）

2時 奄美の島唄（鹿児島）
休憩
台方麻賀多神社神楽
小倉祇園太鼓（福岡）

3時 平敷屋エイサー（沖縄）
銚子はね太鼓（銚子市）
イサーン民族の音楽と舞踊（タイ）

4時 西大須賀の神楽
フィナーレ

国際文化会館大ホール

小
ホ
ー
ル

ガソリン
スタンド

大
ホ
ー
ル

大ホール
ロビー

駐
車
場

■ ご当地グルメ屋台村
■ 観光物産コーナー
● 出演団体ふれあいコーナー

◆高円宮殿下記念地域伝統芸能賞

◆地域伝統芸能大賞保存継承賞

山形花笠まつり

下北の能舞

（山形県花笠協議会）

（東通村郷土芸能保存連合会）

　毎年8月5日〜7日の3日間、山形市内
のメインストリートで開催され、期間
中には約90万人の観光客が訪れます。

◆地域伝統芸能大賞地域振興賞
気仙町けんか七夕太鼓
（全国太鼓フェスティバル実行委員会）（匠乃会）（香川良子）

　4トンを越える山車同士がぶつかり
合う「けんか七夕」で、山車の上で打ち
鳴らされています。岩手県の無形民俗
文化財に指定されています。

◆地域伝統芸能大賞支援賞
展示・白根大凧と凧綱

　新潟県の白根大凧合戦のたこは畳24
畳分の大きさで、それを揚げるたこ綱は、
太さ2.5センチ、長さ130メートル、重
さ50キロに達します。匠乃会では、た
こ綱の製作者を育成しています。

◆地域伝統芸能奨励賞
篠笛

　日本伝統の楽器・篠笛の良さを、国
際的に伝える活動を行っています。毎
年8月の八王子まつりの山車で祭り囃

ばや

子
し
を演奏しています。

　東通村（青森県）の14集落で500年以
上前から伝承され、平成元年に国の重
要無形民俗文化財に指定されました。
メイン会場のみでの披露となります。
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表
参
道
で
は
、
成
田
山
総
門
前
・
千

葉
信
用
金
庫
前
・
花
崎
町
駐
車
場
に
設

け
ら
れ
た
各
ス
テ
ー
ジ
で
伝
統
芸
能
の

競
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
8
日
の
正
午
〜
午
後
2

時
に
成
田
祇
園
祭
の
山
車
・
屋
台
の
曳ひ

き
廻ま

わ
し
、
8
日
の
午
後
2
時
〜
4
時
、

9
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
に
山

車
・
屋
台
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。
8

日
の
午
後
3
時
か
ら
は
、
花
崎
町
ス

テ
ー
ジ
〜
薬
師
堂
前
で
、
7
団
体
が
参

加
す
る
伝
統
芸
能
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
す
。

サ
ブ
会
場

表
参
道

阿波おどり（徳島県）

石井の七福神と田植踊（福島県）成田祇園祭（地域伝統芸能大賞活用賞）

時間 内容
8日

午前9時45分 開会式
10時 伊能歌舞伎

イサーン民族の音楽と舞踏
11時 門戸竜ニの歌と踊り

阿波おどり
午後0時 休憩

山車曳き廻し
1時 小倉祇園太鼓

奄美の島唄
2時 成田のおどり花見

平敷屋エイサー
3時 天孫降臨霧島九面太鼓

（鹿児島）
9日

午前11時 気仙町けんか七夕太鼓
成田祭ばやしと神楽（都築
社中）

午後0時 なまはげ太鼓
山形花笠踊り

1時 仙台すずめ踊り
気仙町けんか七夕太鼓

2時 石井の七福神と田植踊
篠笛・香川良子

3時 龍神舞
サブ会場閉会式

時間 内容
8日

午前10時 成田のおどり花見
武術 天真正伝香取神道流

11時 北羽鳥香取神社獅子舞
銚子はね太鼓

午後0時 休憩
山車曳き廻し

1時 アイリッシュ音楽（アメリ
カ）
久能獅子舞（富里市）

2時 越中おわら
3時 伝統芸能パレード

9日
午前11時 北羽鳥香取神社獅子舞

成田祭ばやし（あづま下
座連）

午後0時 石井の七福神と田植踊
成田祭ばやし（土屋囃子連）

1時 成田のおどり花見
成田祭ばやし（成田楽笑会）

2時 北辺田獅子舞（栄町）

時間 内容
8日

午前10時 銚子はね太鼓
アイリッシュ音楽

11時 白桝粉屋おどり（芝山町）
奄美の島唄

午後0時 休憩
山車曳き廻し

1時 東金ばやし（東金市）
西大須賀の神楽

2時 おらんだ楽隊（路上）（香取市）
台方麻賀多神社神楽

3時 伝統芸能パレード
9日

午前11時 成田祭ばやし（花崎囃子連）
北辺田獅子舞

午後0時 龍神舞
成田祭ばやし（囲護台下座連）

1時 武術 天真正伝香取神道流
2時 成田のおどり花見
2時30分 山形花笠踊りパレード

（〜総門前）

①総門前ステージ④千葉信用金庫前ステージ⑤花崎町ステージ

仙台すずめ踊り越中おわら銚子はね太鼓 （宮城県）（富山県）（千葉県）
　跳ね踊る姿が、餌をついばむスズメの姿に
似ていることなどからこう呼ばれ、毎年、仙
台・青葉まつりで盛大に踊られます。

　涼しげなそろいの浴衣を着て、編み笠の間
から少し顔をのぞかせる、幻想的で優美な姿
を披露します。

　2人の打ち手が太鼓を担ぎ上げ、打っては
跳ねてを繰り返しながら、太鼓もろとも宙を
舞います。
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ご
当
地
キ
ャ
ラ
成
田
詣

　
2
日
間
で
約
60
体
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ

が
、
全
国
各
地
か
ら
成
田
に
集
結
し
ま

す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
全
国

1
位
を
獲
得
し
た
こ
と
も
あ
る
人
気

キ
ャ
ラ
「
さ
の
ま
る
」
や
「
バ
リ
ィ
さ

ん
」
も
来
ま
す
。

　
薬
師
堂
前
や
い
こ
い
の
広
場
に
設
け

ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
ご
当
地
キ
ャ
ラ
に

よ
る
地
元
の
P
R
や
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ
ッ
ズ
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
両
日
と
も
行
わ
れ
る
ご
当
地

キ
ャ
ラ
パ
レ
ー
ド
で
は
、
大
勢
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
大
本
堂
前
を
目
指
し
て
、

表
参
道
を
に
ぎ
や
か
に
練
り
歩
く
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日本の祭りin成田2014

さのまる（栃木県佐野市）

浪江焼きそば

有明ガタゴロウ（佐賀県有明海）

佐倉丼

うなりくん（成田市）

勝浦タンタンメン

ふっかちゃん（埼玉県深谷市）

ジンギスカン（成田市）

時間 内容
8日

午前10時 ご当地キャラ成田詣開始
ご当地キャラステージ、地域の観光PR、ご当
地キャラ物販コーナー

午後2時45分 ご当地キャラパレード（薬師堂〜総門前〜大本堂前）
午後3時30分 ご当地キャラ成田山参拝

9日
午前10時 ご当地キャラ成田詣開始

ご当地キャラステージ、地域の観光PR、ご当
地キャラ物販コーナー

午後2時30分 ご当地キャラパレード（花崎町駐車場〜薬師堂〜総門前）

②③薬師堂前・いこいの広場ステージ

ご当地グルメ屋台村

全国のご当地キャラが大集合

　国際文化会館では、全国のご当地グルメの屋台が出店し、
食べ比べを楽しむことができます。勝浦タンタンメンや浪
江焼きそばなど、B級グルメイベントでグランプリを獲得し
たことがある料理も登場します。

無料シャトルバス
　11月8日㈯・9日㈰の午前9時30分〜午後5時15分に、
次の区間を約1時間の間隔で無料シャトルバスが運行します。
区�間＝京成成田駅東口〜成田山総門前〜国際文化会
館、国際文化会館〜大株駐車場（臨時無料駐車場）

市コミュニティバス
　次の時間に、京成成田駅東口（ローソン前）と市役所
（ニッポンレンタカー側）から国際文化会館へ運行します。
時�間＝午前10時24分・11時54分、午後0時54分・3
時35分・3時44分

料金＝大人200円、子ども100円

アクセス

京成成田駅

JR
成
田
駅

成田観光館

薬師堂

奥山広場
成田山
新勝寺

総
門
前
ス
テ
ー
ジ

千葉信用金庫前
ステージ

花崎町ステージ

生涯学習会館

電
車
道

成田商工会議所

いこいの広場ステージ

①

②

③

④

⑤

まちかどふれあい館

薬師堂前ステージ

表参道
会場案内
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読
書
の
楽
し
み
を
全
て
の
人
に

貸
し
出
し
の
ほ
か
に
も
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

高
齢
者
ま
で
図
書
館
に
親
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
毎
年
秋
に
は
、
著
名
な
作
家
を
招
い

て
、
創
作
活
動
や
本
に
ま
つ
わ
る
話
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
文
学
講
座
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
9
月
13
日

に
、
医
師
で
作
家
の
鎌
田
實
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
て
開
催
、
1
9
0
人
を
超
え

る
聴
衆
が
来
場
し
ま
し
た
。

記
念
読
書
手
帳
と
し
お
り
を
配
布

　
開
館
30
周
年
を
記
念
し
て
、
読
ん
だ

本
の
書
名
や
読
ん
だ
日
な
ど
を
記
録
で

き
る
読
書
手
帳
と
し
お
り
を
2
0
0
人

（
先
着
順
）に
無
料
配
布
し
ま
す
。

配
布
開
始
日
＝
10
月
28
日
㈫

配
布
場
所
＝
市
立
図
書
館
、
公
津
の
杜

分
館

障
が
い
が
あ
る
人
も

読
書
を
楽
し
ん
で

　
市
立
図
書
館
で
は
、
高
齢
者
や
障
が

い
を
持
っ
た
人
で
も
読
書
を
楽
し
め
る

よ
う
、
本
の
貸
し
出
し
だ
け
で
は
な
く
、

相
談
や
宅
配
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
目
が
不
自
由
で
活
字
が
読
め
な
い
、

ま
た
は
読
み
づ
ら
い
人
や
、
障
が
い
が

あ
り
図
書
館
の
利
用
が
困
難
な
人
に
も

読
書
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
さ

市
立
図
書
館
は
、
こ
と
し
開
館
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
年
齢
や
障
が

い
の
有
無
に
関
係
な
く
、
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
本
の

貸
し
出
し
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
立
図
書
館
開
館
30
周
年

み
ん
な
の
図
書
館
目
指
し
30
年

　
昭
和
59
年
10
月
27
日
、
成
田
市
立
図

書
館
は
、
当
時
、
県
内
最
大
規
模
を
誇

る
市
立
図
書
館
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
昨
年
7
月
に
は
公
津
の
杜
分
館
も

オ
ー
プ
ン
し
、
公
民
館
の
図
書
室
を
合

わ
せ
る
と
市
内
に
16
カ
所
、
開
館
当
時

約
16
万
冊
だ
っ
た
蔵
書
も
、
現
在
で
は

1
0
0
万
冊
を
超
え
ま
し
た
。

　
市
立
図
書
館
で
は
開
館
当
時
か
ら
、

開
館
30
周
年
記
念
　
図
書
館
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

　
応
募
数
1
、0
8
2
点
の
中
か
ら
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

優
秀
賞

と
し
ょ
か
ん
の　
ド
ア
を
ぬ
け
る
と　
ゆ
め
せ
か
い　
　
鈴
木　
蒼
埜（
遠
山
小
）

ほ
ん
の
な
か　
い
っ
て
み
た
い
な　
ぼ
う
け
ん
に　
　
　
森
田　
　
優（
津
富
浦
小
）

図
書
館
で　
走
る
の
さ
け
ぶ
の　
き
ん
止
だ
よ　
　
　
　
今
田　
亮
太
郎（
向
台
小
）

本
だ
な
に　
ゆ
め
や
希
望
が　
あ
ふ
れ
て
る　
　
　
　
　
竹
林　
　
涼（
津
富
浦
小
）

返
す
本　
感
謝
の
し
お
り　
は
さ
み
込
み　
　
　
　
　
　
稲
葉　
真
歩（
成
田
中
）

本
読
め
ば　
み
え
る
世
界
が　
変
わ
る
か
も　
　
　
　
　
寺
田　
　
櫻（
大
栄
中
）

借
り
た
本　
出
会
う
余
生
に　
あ
り
が
と
う　
　
　
　
　
神
﨑　
し
げ
子（
久
米
野
）

図
書
館
で　
宇
宙
旅
行
と　
ダ
イ
エ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
日
暮　
賢
治（
囲
護
台
）

特
別
賞

図
書
館
の　
親
子
で
下
げ
る　
マ
イ
バ
ッ
グ　
　
　
　
　
海
保　
芳
雄（
飯　
　
岡
）

図
書
館
じ
ゃ　
オ
バ
ち
ゃ
ん
だ
っ
て　
口く

ち
チ
ャ
ッ
ク　
　
小
松　
和
男（
玉　
　
造
）

多くの人が訪れる図書館

30周年を記念して読書手帳を配布
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ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

点
字
本
や
拡
大
読
書
機
な
ど

　
市
立
図
書
館
に
は
、
大
き
な
文
字
で

印
刷
さ
れ
た
大
活
字
本
や
、
点
字
本
、

触
っ
て
楽
し
む
絵
本
、
画
面
上
に
文
字

を
拡
大
し
て
表
示
す
る
拡
大
読
書
機
な

ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

録
音
図
書
の
貸
し
出
し

　
録
音
図
書
は
、
視
覚
障
が
い
が
あ

り
、
本
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
読
め
な

い
、
あ
る
い
は
読
み
に
く
い
人
の
た
め

に
、
1
冊
の
本
を
で
き
る
限
り
忠
実
に

音
声
で
表
現
し
た
、
音
で
聞
く
本
で
す
。

本
文
の
朗
読
だ
け
で
な
く
、
図
や
表
な

ど
も
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、
録
音
図
書
の
貸
し
出
し
は
、

無
料
で
郵
送
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
す
る
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要

で
す
の
で
、
市
立
図
書
館（
☎
27
‐
2 

�

0
0�

0 

F
A
X
27
‐
4
6
4
1 

E
メ
ー

ルshan@
library.narita.chib 

a.jp

）に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
在
住
で
身
体
障
害
者
手
帳

に
視
覚
障
が
い
の
記
載
が
あ
る
人

宅
配
サ
ー
ビ
ス

　
来
館
が
困
難
な
人
に
、
自
宅
ま
で
図

書
館
の
本
や
C
D
な
ど
を
届
け
ま
す
。

　
利
用
す
る
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要

で
す
の
で
、
市
立
図
書
館
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
り
、
図
書
館
へ
の
来
館
が

困
難
な
人（
来
館
可
能
な
同
居
者
が

い
る
場
合
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

◦
視
覚
障
害
4
級
・
下
肢
障
害
6
級
ま

で
の
人

◦
お
お
む
ね
6
カ
月
以
上
寝
た
き
り
で
、

日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
に
介
護
が
必

要
な
65
歳
以
上
の
人

利
用
料
＝
無
料

登
録
時
に
必
要
な
も
の

◦
身
体
障
害
者
手
帳

◦
住
基
カ
ー
ド
や
保
険
証
な
ど
住
所
が

記
載
さ
れ
た
公
的
証
明
書（
身
体
障

害
者
手
帳
に
記
載
の
住
所
と
現
在
の

住
所
が
異
な
る
場
合
）

子
ど
も
向
け
に

お
は
な
し
会
を
開
催

　
子
ど
も
た
ち
に
本
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
11
時
か

ら
、
4
歳
〜
小
学
生
を
対
象
に
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
す
る
「
土
曜
日
の
お
は

な
し
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
向
け
に
「
0
・
1
歳

の
お
な
は
し
会
」「
2
・
3
歳
の
お
は
な

し
会
」
を
開
き
、
読
み
聞
か
せ
の
ほ
か
、

乳
幼
児
を
持
つ
親
に
絵
本
の
選
び
方
や
、

親
子
で
の
楽
し
み
方
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
日
時
な
ど
は
、
広
報
な
り
た
で
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
市
立
図
書
館
で
は
今
後
も
、
12
月
21

日
㈰
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ク
リ
ス

マ
ス
ス
イ
ベ
ン
ト
を
、
1
月
18
日
㈰
に

豆
本
づ
く
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
広
報
な
り

た
12
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
同
館（
☎
27
‐
2
0
0 

0
）へ
。

片岡　佳苗さん（中央）
大誠くん　　　
大和くん　　　

子どももお気に入り

岡本　春美さん
読書で広がる世界

　足が不自由で外出もままならないので、宅配サービ
スを利用しています。座ったままでも、本のいろいろ
な世界をのぞけるから、読書は大好き。ジャンルを問
わず、読みたいと思った本をどんどんリクエストして
います。寝たきりなどで、図書館に行くのをあきらめ
ている人がいるかもしれません。このサービスをもっ
とたくさんの人に知ってもらいたいと思いますね。

　子どもに本の世界に浸る楽しさを知ってもらいたく
て、親子で週に2・3回利用しています。図書館では、
本を借りるのはもちろん、児童書コーナーで読み聞か
せをしたり、映画会やおはなし会に参加したり、楽しみ
方もたくさん。おはなし会で紹介された絵本を借りて
帰ることもあります。最近では少しでも空いた時間が
あると、子どものほうから行きたいとせがむんですよ。 

利 用 者 の 声

録音図書にわくわく
島垣　明さん

　視覚障がいがあり、月に1回、ヘルパーの助けを借
りて図書館に行き録音図書を借ります。宅配サービス
も受けられるのですが、わたしは図書館の人と話をし
ながら、お薦めを聞いて次に借りる本を決めています。
外に出るきっかけになりますし、受け取った録音図書
を帰宅してから「読める」と思うと、わくわくするんで
す。

絵本の世界に引き込まれて
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食
育
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て吾

妻
中
学
校

　
身
近
に
食
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
育
む
「
食
育
」
を
感
じ
ら
れ
る
機
会

を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
給
食

の
代
わ
り
に
弁
当
を
持
参
す
る
「
弁
当

の
日
」
を
制
定
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
長
】
市
で
は
、
食
育
推
進
計
画
を

策
定
し
、
各
種
講
習
や
、
食
物
と
触

れ
合
う
体
験
教
室
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域

や
学
校
、
農
林
水
産
業
関
係
者
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
と
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、「
弁
当
の
日
」
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
食
育
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
な
の
で
、
実
施
で
き
る
よ

う
学
校
と
も
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
推
進
に
つ

い
て

成
田
中
学
校

　
道
路
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
標
識
な
ど
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
市
長
】
障
が
い
者
・
高
齢
者
な
ど
が

生
活
を
す
る
上
で
、
バ
リ
ア（
障
害
）

と
な
る
も
の
を
取
り
除
く
と
と
も
に
、

新
し
い
バ
リ
ア
を
つ
く
ら
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
新
設
道
路
は
、
障
が

い
者
・
高
齢
者
な
ど
で
も
円
滑
に
通

行
が
で
き
る
よ
う
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

中
学
生
に
議
会
の
役
割
や
仕
組
み
を
学
ん
で
も
ら
い
、
市
政
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う

と「
中
学
生
議
会
」が
8
月
20
日
、
市
内
11
中
学
校
か
ら
代
表
24
人
が
出
席
し
、
市
議
会
議
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
長
役
の
生
徒
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
地
域
の
身
近
な

問
題
か
ら
市
の
将
来
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
中
学
生
の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
各
議
員
の
主
な
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
答
弁
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

若
い
視
点
か
ら
鋭
く
質
問

中
学
生
議
会

緊張の面持ちで開会を待つ中学生議員

議長を務めた戸村響さん（左）と庄司和夏奈さん
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観
光
案
内
看
板
な
ど
は
、
言
語
の

壁
を
超
え
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
た
り
、
図
案
化
し

た
表
現
手
法
で
あ
る
「
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
」
を
使
っ
た
り
し
て
表
示
し
て
い

ま
す
。

国
家
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ
た

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

公
津
の
杜
中
学
校

　
成
田
市
は
国
家
戦
略
特
区
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
構
想
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

本
市
を
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
に
す
る
た

め
の
事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

【
市
長
】
市
で
は
国
家
戦
略
特
区
と
し

て
「
国
際
医
療
学
園
都
市
構
想
」「
エ

ア
ポ
ー
ト
都
市
構
想
」
の
2
つ
の
構

想
を
作
成
し
、
昨
年
9
月
に
国
に
対

し
て
規
制
緩
和
の
提
案
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
2
つ
の
構
想
に
関
し
て
本

市
で
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成

田
の
発
展
、
さ
ら
に
は
日
本
全
体
の

経
済
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
の
で
、
今
後
も
全
力
で
取
り
組
ん

住
宅
の
建
設
な
ど
被
災
者
の
居
住
の

安
定
を
図
り
ま
す
。

　
　
避
難
所
と
な
る
市
内
小
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
震
度
6
強
の
大
規
模
地

震
を
想
定
し
た
耐
震
化
工
事
を
終
え

て
い
ま
す
。

市
の
税
金
の
使
い
方
に
つ
い
て

玉
造
中
学
校

　
こ
と
し
の
4
月
か
ら
消
費
税
が
増
税

さ
れ
ま
し
た
が
、
増
税
分
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
部
活

動
で
遠
征
す
る
と
き
の
補
助
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
市
長
】
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
収

分
に
つ
い
て
は
、
税
率
引
き
上
げ
の

趣
旨
に
沿
い
、
社
会
保
障
施
策
に
必

要
な
経
費
の
財
源
と
し
て
活
用
し
ま

す
。
部
活
動
で
の
遠
征
の
補
助
の
対

象
と
な
る
大
会
を
拡
大
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
が
、
今
後
も
保
護
者
の
負

担
軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク

に
向
け
て
の
取
り
組
み
につ
い
て

成
田
高
校
付
属
中
学
校

　
2
0
2
0
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
日
本
の
空
の
玄

関
で
あ
る
成
田
空
港
と
羽
田
空
港
の
協

力
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。
ま
た
訪
日
外
国
人
が
市
に
滞
在

す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の

で
い
き
ま
す
。

大
栄
地
区
の
小
中
一
貫
教
育
に

つ
い
て

大
栄
中
学
校

　
大
栄
地
区
の
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
小
中
一
貫
教
育
に
な
っ
た
と
き
に
、

わ
た
し
た
ち
が
使
う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

通
学
路
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
教
育
長
】
大
栄
地
区
で
も
、
小
学
生

と
中
学
生
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
な

ど
良
い
点
が
数
多
く
あ
る
小
中
一
貫

教
育
を
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

得
な
が
ら
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

に
つ
い
て
は
、
大
栄
地
区
小
学
校
統

合
推
進
委
員
会
を
通
し
て
し
っ
か

り
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
に
配
慮
し
た
通
学

路
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て中

台
中
学
校

　
市
で
は
災
害
が
起
き
た
と
き
の
援
助

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
避
難
所
の
耐
震
化
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
か
。

【
市
長
】
被
災
者
へ
の
対
応
と
し
て
、

指
定
避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。
避
難

生
活
が
長
期
化
す
る
場
合
は
、
仮
設

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
市
長
】
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

両
空
港
が
一
体
的
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
、
空
港
間
ア
ク
セ
ス
の
向
上
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
豊
富
な
宿
泊
施
設
や

豊
か
な
観
光
資
源
な
ど
を
積
極
的
に

P
R
し
て
い
く
こ
と
で
、
外
国
人
旅

行
客
の
誘
致
を
図
り
、
経
済
振
興
に

結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
自
然
環
境
の

保
全
対
策
に
つ
い
て

下
総
み
ど
り
学
園

　
市
内
の
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

ま
た
不
法
投
棄
へ
の
対
策
に
つ
い
て
ど

中学生議会

発言を求めて挙手

質問を読み上げる中学生議員
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に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
市
長
】
う
な
り
く
ん
は
成
田
市
特
別

観
光
大
使
と
し
て
国
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
で
成
田
の
観
光
P
R
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

2
0
1
4
」
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

す
の
で
、
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
家
族
や
友
人
に
も
投
票
を
呼

び
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
グ
ッ
ズ
販
売
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
使

用
料
は
も
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市

内
の
障
が
い
者
の
就
労
支
援
施
設
で

製
造
さ
れ
る
一
部
の
商
品
は
、
売
上

の
一
部
を
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と

し
て
被
災
地
へ
届
け
て
い
ま
す
。

久
住
地
区
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

久
住
中
学
校

　
久
住
駅
前
に
信
号
を
設
置
し
て
く
だ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

【
市
長
】「
成
田
市
環
境
基
本
条
例
」

に
基
づ
き
、「
成
田
市
環
境
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
市
民
・
事
業
者
・

市
が
、
自
主
的
に
環
境
に
配
慮
し
た

行
動
を
行
う
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
　
ま
た
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
、

自
然
環
境
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
未
然
に
防
止
す
る
監
視
体

制
の
強
化
と
、
不
法
投
棄
物
の
速
や

か
な
撤
去
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

成
田
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

 「
う
な
り
く
ん
」の
活
用
に
つ
い
て

遠
山
中
学
校

　
う
な
り
く
ん
の
活
用
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
グ
ッ
ズ
の
収
益
の
使
い
道

　
ま
た
安
心
・
安
全
な
公
園
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
教
育
長
】
第
2
次
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
多
く
の

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
交

流
を
図
ら
れ
る
よ
う
、
毎
年
10
月

の
「
成
田
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
い
。
ま
た
、
通
学
路
の
さ
ら
な
る
安

全
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
長
】
信
号
機
は
、
県
公
安
委
員
会

が
安
全
性
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

設
置
し
て
い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
や

地
域
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
信

号
機
が
早
く
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
要
望
し
ま
す
。

　
　
ま
た
通
学
路
の
さ
ら
な
る
交
通
安

全
対
策
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
草
刈
り
や
道
路
の
反
射
板

の
設
置
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
の
公
共
施
設
の

利
用
に
つ
い
て

西
中
学
校

　
多
く
の
世
代
が
運
動
施
設
を
利
用
す

る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

中学生議会

　
　
ま
た
、
安
心
・
安
全
な
公
園
と
す

る
た
め
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、
公
園
の
状
態
を
把
握
し
て
い

ま
す
。

　
　
今
後
も
、
草
刈
り
や
電
灯
の
更
新

な
ど
、
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
協
働
課
市
民
相
談

室（
☎
20
‐
1
5
0
7
）へ
。

　皆さんからいただいたご質問は、現在、
成田市が直面している重要課題に関するも
の、生活に密着したもの、皆さんの中学校
生活を実りあるものとするための提案な
ど、すばらしい質問であったと思います。
日ごろから皆さんに、市政に関心を持って
いただいていること、そして、何より成田
市を愛してくださっていることがうかがえ
ました。わたしは市政を預かる者として、
そして同じ成田市民として、皆さんの気持
ちが大変心強く、そして、うれしく思いま
す。議会は、建設的により良い考えを出し
合い、私たちの暮らすまちを、より良い方
向に発展させていく仕組みです。本日皆さ
んからいただいた貴重なご意見、ご提言は、

「住んで良し、働いて良し、訪れて良し」の
次世代に誇れる空の港まち、生涯を完結で
きるまちづくりのために、大いに参考とさ
せていただき、今後の市の発展に役立てて
まいります。

中学生議員から
の質問に答える
市長

市長講評

吾妻中学校…小
こ み や ま
見山　愛

まなみ
美、増

ますだ
田　博

ひろかず
一

成田中学校…鈴
すずき
木　彩

あやか
夏、石

いしかわ
川　智

ともひろ
大

公津の杜中学校…
　　　　　　光

みつはた
畑　はるの、市

いちかわ
川　帆

ほ な み
奈映

大栄中学校…有
ありた
田　桃

ももか
果、篠

しのつか
塚　祐

ゆ り
里

中台中学校…桑
くわはら
原　愛

あいり
梨、吉

よしおか
岡　希

のぞみ
、

　　　　　　戸
とむら
村　響

ひびき

玉造中学校…武
むとう
藤　潤

じゅん
、飯

いい の
野　陽

ひ な
菜

出席した中学生議員（敬称略）

成田高校付属中学校…
　　　　　　熊

くまさか
坂　健

けんた
太、滝

たきざわ
澤　徳

めぐむ

下総みどり学園…
　　　　　　瀨

せ お
尾　尚

なおき
暉、遠

とおやま
山　葉

はづき
月

遠山中学校…白
しらとり
鳥　航

こうき
基、寺

てらさき
崎　航

わたる

久住中学校…清
せいみや
宮　琉

りゅうご
吾、野

のひら
平　礼

れ お な
央奈

西 中 学 校…小
おがわ
川　祐

たすく
、外

とや ま
山　陸

りく
、

　　　　　　庄
しょうじ
司　和

わ か な
夏奈
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日ごろの練習の成果を発表

みんないきいき交流の輪

　
10
月
24
日
㈮
〜
26
日
㈰
に
「
公
民
館

ま
つ
り
」
が
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
友
人
や
家
族
と
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日
時

◦
10
月
24
日
㈮ 

午
前
9
時
〜
午
後
4

時
30
分（
午
前
11
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）

◦
10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰ 

午
前
9
時

〜
午
後
8
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

発
表
の
部

期
日
と
開
催
場
所
・
内
容

24
日
㈮

◦
講
堂
…
詩
吟
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
、
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
、
日
本
舞
踊
、

カ
ラ
オ
ケ
、
朗
読

◦
視
聴
覚
室
…
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
大
正
琴

演
奏

◦
和
室
…
M
Y
K
体
操
、
筝そ
う

曲
演
奏
、

着
付
け
体
験

◦
広
場
…
日
本
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ

25
日
㈯

◦
講
堂
…
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
詩
吟
、
日
本
舞
踊
、
カ
ラ
オ

ケ
、
オ
カ
リ
ナ
・
尺
八
・
ハ
ー
モ
ニ

カ
・
三
味
線
・
ウ
ク
レ
レ
演
奏
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
、
民
謡
、
合
唱
、
太
極
拳
、
ソ
シ

ア
ル
ダ
ン
ス

◦
視
聴
覚
室
…
オ
カ
リ
ナ
・
大
正
琴
・

三
線
・
管
弦
楽
器
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
◦
和
室
…
ヨ
ガ
、
将
棋
対
局

◦
広
場
…
阿
波
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

創
作
舞
踊
、
盆
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ

26
日
㈰

◦
講
堂
…
リ
ト
ミ
ッ
ク
発
表
、
マ
ジ
ッ

ク
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、
オ
カ
リ

ナ
・
太
鼓
・
吹
奏
楽
・
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
マ
ン
ド
リ
ン
・
金
管
楽
器
演
奏
、

コ
ー
ラ
ス
、
手
話
ダ
ン
ス
、
合
唱
、

フ
ラ
メ
ン
コ
、
輪
踊
り
、
ソ
シ
ア
ル

ダ
ン
ス

◦
視
聴
覚
室
…
朗
読
、
コ
ー
ラ
ス
、

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
・
オ
カ
リ
ナ
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演
奏

◦
和
室
…
囲
碁
対
局

◦
広
場
…
将
棋
対
局
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

笑
福
踊
り
、
花
笠
踊
り
、
ハ
ワ
イ
ア

ン
フ
ラ
、
カ
ラ
オ
ケ

販
売
の
部

期
日
と
内
容

24
日
㈮ 

E
M
製
品
・
E
M
栽
培
に
よ
る
野
菜
・

帯
締
め
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
・
ス
ト
ラ
ッ

プ
・
手
打
ち
そ
ば
・
山
野
草
・
手
作

り
無
添
加
パ
ン
・
お
菓
子（
25
日
・
26

日
も
）、
手
作
り
品
・
雑
貨
・
焼
き
そ

ば
・
和
菓
子
・
陶
芸
作
品（
25
日
も
）、

加
工
食
品
な
ど

25
日
㈯

豚
汁
、
日
用
雑
貨
バ
ザ
ー
な
ど

26
日
㈰

手
芸
品
、
野
菜
、
さ
を
り
織
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
、
T
シ
ャ
ツ
、
表
装
作
品
な
ど

体
験
の
部

期
日
と
内
容

24
日
㈮

ネ
イ
ル
ア
ー
ト（
25
日
・
26
日
も
）、
パ

ソ
コ
ン
事
例
紹
介（
25
日
も
）、
着
物
の

着
付
け

25
日
㈯

中
国
語
講
座（
26
日
も
）、
親
子
で
ふ
れ

あ
い
遊
び
、
簡
単
な
工
作
、
英
語
で
遊

ぼ
う

26
日
㈰

リ
ズ
ム
体
操展

示
の
部

写
真
、
俳
句
、
書
道
、
実
用
書
道
、
か

な
書
道
、
ペ
ン
習
字
、
水
墨
画
、
水
彩

画
、
絵
手
紙
、
蒔ま
き

絵え

、
ち
ぎ
り
絵
、
掛

け
軸
、
手
描
き
友
禅
、
押
し
花
、
生
け

花
、
木
彫
り
、
竹
工
芸
、
陶
芸
、
紙
粘

土
の
人
形
・
花
、
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
平
組
み
ひ
も
、
篆て
ん
刻こ

く
、

編
み
物
、
折
り
紙
、
切
手
な
ど

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
市
内
各
公
民
館
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
中

央
公
民
館（
☎
27
‐
5
9
1
1
、
第

1
月
曜
日
、
祝
日
は
休
館
）へ
。

市内13カ所の公民館で活動しているサークルが、
日ごろの成果を発表する「公民館まつり」が開
催されます。子どもからお年寄りまでみんなが
楽しめるイベント盛りだくさんの3日間です。

公民館まつり
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秋の運動会
新しい仲間と力を合わせて

輪になってダンス
（遠山小学校）

　9月は運動会の季節です。市内の小中学校で運動会や体育祭が行
われる中、本年度開校した下総みどり学園で9月13日に体育祭が、
東小学校と統合された遠山小学校で運動会が行われました。小中一
貫教育校である下総みどり学園では、1〜9年生の全学年で構成さ
れたチームで競う8の字跳びなど学年を越えた競技も行われ、児童・
生徒が力を合わせました。遠山小学校では、親子で一緒に踊るダン
スが行われ、保護者は子どもの成長を間近で感じていました。 全員で何回跳べるかな（下総みどり学園）

市長賞を受賞した清水さん

　「成田市統計グラフコンクール」に、市内の小中
学生・高校生から47点の作品が寄せられ、特別賞4
点・入選20点が選ばれました。応募作品は、県統
計グラフコンクールに出品されました。
特別賞受賞者（敬称略）
　市　　長　　賞　清

しみず
水　咲

さきは
羽（新山小6年）

　議　　長　　賞　阿
あ ば さ き
波嵜　亮

りょう
（成田高校付属中3年）

　教　育　長　賞　市
いちはら
原　万

ま よ
誉（中台小4年）

　統計研究会長賞　川
かわはら
原　雛

ひいな
（遠山中3年）

市長賞に清水咲羽さん
統計グラフコンクール

取組ごとに拍手喝采
小学生相撲大会

　市内の小学生82人が参加し「小学生相撲大会」が9
月15日、市相撲場で行われました。低学年力士のか
わいらしい取組には、観客は顔をほころばせ、和やか
な雰囲気に。一方高学年力士ともなると、大相撲を
ほうふつとさせる力強い取組に観客も力が入り、会場
は熱気に包まれました。各種目の優勝チーム・力士は
次の通りです（敬称略）。
団体戦　加良部A
個人戦
　1年生　恩

おんだ
田　優

ゆうき
希（加良部小）

　2年生　板
いたはし
橋　勇

ゆうき
希（加良部小）

　3年生　赤
あかち
地　良

りょうすけ
介（加良部小）

　4年生　石
いしかわ
川　晃

あきくに
地（成田小）

　5年生　岸
きし
　幸

こうのすけ
之介（加良部小）

　6年生　安
やすはら
原　毅

たける
流（成田小）

渾
こん
身
しん
の上手投げ
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皆でボールをつないで

新しいスポーツを考案
うなバレー大会

　市スポーツ推進委員連絡協議会では、ミニバレー
ボールをアレンジした新しいスポーツ「うなバレー」を考
案しました。うなバレーは、うなりくんが描かれた柔ら
かいビニールボールを使い、1チーム5人編成でバドミ
ントンのコートで行うもので、相手コートに3〜5回で
返す、サーブはアンダーサーブのみなど、初心者でも
ラリーを続けやすいルールです。普及を図るために、「う
なバレー大会」が9月20日、市体育館で行われ、参加
者たちはラリーの楽しさを満喫しました。

　市制施行60周年記念事業の1つとしてバレーボール元
全日本代表選手で結成されたドリームチームと触れ合
う「はつらつママさんバレーボールin成田」が9月14日・
15日、市体育館で開催されました。14日は大古誠司選
手、広瀬美代子選手、山下美弥子選手のドリームチーム
メンバー3人を指導者に「バレーボール指導者クリニッ
ク」が行われました。地域でバレーボールの指導をして
いる人など89人が参加し、日ごろの練習方法やチーム

の雰囲気づくり、特に声を切らさずに練習するなどのア
ドバイスを受けて参加者は「今後の練習にすぐに生かし
たい」と話していました。15日には親善試合が行われ、
ドリームチームと市選抜3チームが対戦。1セット15点
の2セットマッチが行われましたが、市選抜チームはい
ずれもストレート負け。それでも、憧れの選手と対戦で
きた上にスパイクやブロックを決めるなど健闘を見せ、
試合後はすがすがしい表情を浮かべていました。

はつらつママさんバレーボールin成田
往年の名選手たちと交流

参加者の質疑に具体的なアドバイス（14日）元全日本代表・大山加奈選手の強烈なスパイク（15日）

笑顔あふれ 特別な日に
地区敬老会

子どもたちの元気なコーラス
の発表

　市内の70歳以上の人を招待して、各地区で敬老
会が開催されています。豊住地区ではすでに6月に
行われ、そのほかの地区では9〜11月に地区の社
会福祉協議会が趣向を凝らして開催しています。9
月15日現在で市内の70歳以上の人は1万8,001人。
市の人口の約13.7%に当たります。9月21日に保
健福祉館で行われた「吾妻・はなのき台地区敬老会」
には、784人が招待されました。吾妻小学校児童に
よるコーラスの発表では童謡など馴染みの歌が披露
され、会場いっぱいに響く子どもたちの元気な歌声
に参加者は懐かしそうに口ずさんで笑顔で聴き入っ
ていました。

昔懐かしいチンドン屋
さんも登場
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児
童
手
当
は
、
中
学
校
修
了
前
ま
で

の
児
童
を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
手
当

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
児
童
手
当
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
が
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
公
務
員
は
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
の
で
、
手
続
き
な
ど
は
勤
務
先
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
＝
子
育
て
支
援
課（
市
役
所

2
階
）、
下
総
・
大
栄
支
所

支
給
月
＝
6
月
・
10
月
・
2
月

支
給
月
額（
1
人
当
た
り
）

◦
3
歳
未
満
…
1
万
5
、
0
0
0
円

◦
3
歳
〜
小
学
校
…
第
1
・
2
子
は

1
万
円
、
第
3
子
以
降
は
1
万
5
、

0
0
0
円

◦
中
学
生
…
1
万
円

　
受
給
者
の
前
年
の
所
得（
総
所
得
額

か
ら
医
療
費
控
除
な
ど
の
金
額
を
引
い

た
額
）が
所
得
制
限
限
度
額（
上
表
）を

超
え
た
場
合
、
特
例
給
付
と
し
て
一
律

5
、
0
0
0
円
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
子
育
て
支
援
課（
☎
20‐

1
5
3
8
）へ
。

市
内
19
カ
所
で
回
収

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油

　
市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
使
用
済
み

天
ぷ
ら
油
を
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す

る
た
め
、
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
で
き
る
の
は
、
サ
ラ
ダ
油
・
菜

種
油
・
ご
ま
油
な
ど
の
植
物
油
で
す
。

未
使
用
で
賞
味
期
限
の
切
れ
た
油
は
容

器
の
ま
ま
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

排
出
方
法
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ふ

た
が
閉
ま
る
容
器
の
中
身
を
す
す
い

で
水
気
を
切
り
、
冷
え
た
使
用
済
み

天
ぷ
ら
油
を
入
れ
、
回
収
場
所
へ

回
収
場
所
と
受
付
日
時

◦
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
市
役
所
2
階
）、

下
総
・
大
栄
支
所
…
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を

除
く
） 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分

◦
各
公
民
館
、
美
郷
台
地
区
会
館
、
三

里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
…
月
曜
日（
祝
日

と
重
な
っ
た
場
合
は
火
曜
日
）・
祝

日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く

毎
日 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
事
業
系
の
油
、
ラ
ー
ド
な
ど
動
物
性

の
油
、
機
械
油
な
ど
は
回
収
し
ま
せ

ん
。
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課

（
☎
20
‐
1
5
3
0
）へ
。

発
見
に
ご
協
力
を

過
激
派
ア
ジ
ト

　
県
警
で
は
、
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
事
件
を

引
き
起
こ
す
過
激
派
を
徹
底
し
て
取
り

締
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
過
激
派
の
ア
ジ
ト
を
発
見
す
る
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
す
。

　
過
激
派
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

◦
部
屋
へ
出
入
り
す
る
際
、
異
常
に
周

囲
を
気
に
し
て
い
る

◦
近
隣
の
住
民
と
全
く
接
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
る

◦
部
屋
の
中
で
工
具
類
を
使
う
音
が
す

る
◦
部
屋
の
中
か
ら
火
薬
・
薬
品
類
の
臭

い
が
す
る

　
も
し
、
あ
な
た
の
身
の
回
り
で
「
何

か
変
だ
な
」
と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
1
1
0
番
ま
た
は
成
田
警
察
署

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
署（
☎
27
‐
0
1
1 

0
）へ
。

申
請
は
購
入
前
に

ご
み
減
量
器
具
設
置
費
補
助
金

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
ご
み
減
量
器
具
の
購
入
を
希
望
す

る
人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
必
ず

購
入
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
購
入
後
に
申
請
し
た
場
合
や
市
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
販
売
店
で
購
入
し

た
場
合
は
補
助
の
対
象
に
な
ら
な
い
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
額
＝
購
入
額
の
2
分
の
1（
1�

0 

0
円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て
）。
上

限
は
生
ご
み
処
理
容
器
1
、
5
0
0

円
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
5
、
0
0
0

円
、
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
5
万
円

申
請
・
購
入
方
法
＝
器
具
の
購
入
前
に
、

　
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
市
役
所
2
階
）ま

た
は
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

sisei/dow
nload/clean/clean 

3a.htm
l

）に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
同
課（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花

崎
町
7
6
0
）へ
。
後
日
郵
送
さ
れ

る
購
入
券
を
持
っ
て
市
の
認
定
を
受

け
た
販
売
店
へ

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す

児
童
手
当

①市・県民税（第3期）
②国民健康保険税（第4期）
③後期高齢者医療保険料（第4期）
④介護保険料（第4期）

※�くわしくは①②納税課（☎20-1519）、③保険年金
課（☎20-1547）、④介護保険課（☎20-1545）へ。

10月31日㈮

限期今 月 の 納

扶養親族
などの数 限度額

0人 622万円

1人 660万円

2人 698万円

3人 736万円

所得制限限度額
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後
4
時

会
場
＝
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
千
葉
駅

も
め
ご
と
・
な
や
み
ご
と
・
苦
情
相
談

　
行
政
相
談
委
員
と
人
権
擁
護
委
員
が

秘
密
厳
守
で
応
じ
ま
す
。
相
談
は
毎
月

実
施
し
て
い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
「
困

り
ご
と
・
悩
み
ご
と
相
談
室
」（
17
ペ
ー

ジ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
協
働
課
市
民
相
談

室（
☎
20
‐
1
5
0
7
）へ
。

掛
け
金
を
国
や
市
が
助
成

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
退

職
金
制
度
を
持
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小

企
業
向
け
の
退
職
金
共
済
制
度
で
す
。

制
度
の
特
色
は
次
の
通
り
で
す
。

◦
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成

◦
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加
入
可
能

◦
掛
け
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た
は
必

要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税

◦
掛
け
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
替

◦
退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支
払
い

掛
け
金
の
種
類
＝
月
額
5
、
0
0
0
円

〜
3
万
円
の
16
種
類（
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
な
ど
は
、
2
、
0
0
0
円
・
3
、

0
0
0
円
・
4
、
0
0
0
円
の
特
例

掛
け
金
で
加
入
で
き
ま
す
）

加
入
方
法
＝
金
融
機
関
に
あ
る
所
定
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
金

融
機
関
ま
た
は
委
託
事
業
主
団
体
に

提
出

市
の
補
助
額
＝
共
済
制
度
に
加
入
し
た

月
か
ら
12
カ
月
は
掛
け
金
の
20
%
、

13
〜
60
カ
月
は
掛
け
金
の
10
%
で
、

1
人
当
た
り
年
額
1
万
2
、
0
0
0

円
が
上
限

※
く
わ
し
く
は
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
03
‐
6
9
0
7
‐
1
2
3
4
）へ
。

市
独
自
の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は

商
工
課（
☎
20
‐
1
6
2
2
）へ
。

差
し
押
さ
え
物
件
入
札

不
動
産
の
会
場
公
売

　
市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
を
入
札
方
式
で
売
却
し
ま

す
。

日
時
＝
11
月
25
日
㈫ 

午
後
2
時
か
ら

（
事
前
説
明
は
午
後
1
時
45
分
か
ら
）

会
場
＝
市
役
所
6
階
大
会
議
室

公
売
予
定
物
件
＝
田（
松
崎
）ほ
か

入
札
参
加
に
必
要
な
も
の
＝
公
売
保
証

金
・
印
鑑
・
買
受
適
格
証
明
書（
農

地
の
場
合
。
証
明
書
交
付
申
請
は
11

月
10
日
㈪
ま
で
）・
委
任
状（
代
理
人

が
入
札
す
る
場
合
）

代
金
納
付
期
限
＝
12
月
2
日
㈫ 

午
後

2
時
30
分

※
く
わ
し
く
は
納
税
課（
☎
20
‐
1�

5 

1�

9 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w

 

w
.city.narita.chiba.jp/sisei/
sosiki/nozei/

）へ
。

21
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

千
葉
県
最
低
賃
金

　
10
月
1
日
か
ら
、
県
内
の
事
業
所

で
働
く
全
て
の
労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）と
、
そ
の
使

用
者
に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最
低
賃

金
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が
時
間
額

7
7
7
円
か
ら
7
9
8
円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
額
に
は
、
精
・
皆
勤

手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
賞
与
、

時
間
外
手
当
、
深
夜
手
当
な
ど
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

　
千
葉
県
最
低
賃
金
の
ほ
か
に
定
め
ら

れ
て
い
る
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
成
田
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
22
‐
5
6
6
6
）へ
。

気
軽
に
要
望
や
意
見
を

行
政
相
談
週
間

　
10
月
20
日
㈪
〜
26
日
㈰
は
、「
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。
千
葉
行
政
評
価
事

務
所
で
は
、
電
話（
☎
0
4
3
‐
2
4
4
‐

1
1
0
0
）や
F
A
X（
0
4
3
‐
2�
4

6
‐
9
8
2
9
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ht

tp://w
w
w
.soum

u.go.jp/kanku 

/kanto/chiba.htm
l

）で
行
政
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
国
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
、
国
の
行
政
機
関
な
ど

の
仕
事
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望

や
意
見
を
聴
き
、
そ
の
解
決
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

一
日
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設

　
特
設
の
相
談
所
が
開
設
さ
れ
、
行
政

相
談
委
員
や
弁
護
士
ら
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時
＝
10
月
24
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
午

9月16日〜30日
市長日誌

うなりくんへの委嘱状を手に（22日）

教
育
委
員
に

佐
藤
勲
氏
が
就
任

　
平
成
26
年
9
月
の
定
例
市
議
会

で
、
前
教
育
委
員
秋
山
皓
一
氏
の
後

任
と
し
て
、
佐
藤
勲
氏
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
を
得
て
、
10
月
1
日
付

け
で
教
育
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
市
学
校
評
議
員
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
な
ど
を
歴
任
し
て

い
ま
す
。
教
育
行
政
の
充
実
・
発
展

に
向
け
て
、
同
氏
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

佐藤勲氏

17日 産業まつり実行委員会
成田スポーツフェスティバル実行委員会

18日 9月定例市議会閉会

19日
千葉県ゆうあいピックソフトボー
ル選手権大会兼千葉県障害者ス
ポーツ大会ソフトボール競技の部

20日
遠山小学校運動会
うなバレー大会
豊住秋季大運動会

21日 吾妻地区敬老会

22日

シンガポール共和国財務兼運輸担
当上級大臣成田市表敬訪問
うなりくん1日警察署長委嘱状交付式
秋の全国交通安全運動出動式

23日 成田市制施行60周年記念着信御礼！
ケータイ大喜利全国ツアー in成田

27日

成田小学校運動会
成田市制施行60周年記念酒
フェスティバル2014
自主防災組織リーダー研修会
明治大学・成田社会人大学フィー
ルドワーク

28日
日本青年会議所関東地区協議
会第62回関東地区大会千葉・
NARITA大会

30日 成田市制施行60周年記念「友情」
〜秋桜のバラード〜成田公演
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許
可
の
欠
格
要
件
に

暴
力
団
員
な
ど

残
土
条
例
の
改
正

　
市
で
は
、
住
民
の
健
康
で
安
全
な
生

活
を
確
保
す
る
た
め
「
成
田
市
土
地
の

埋
立
て
等
及
び
土
砂
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
」
を
定
め
、
土
砂
の
搬
入
に
よ

る
埋
め
立
て
・
盛
り
土
・
た
い
積
行
為

や
搬
入
土
砂
の
土
質
に
対
し
て
必
要
な

規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
に
よ
り
、
市
内
で
5
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
埋
め
立
て
な
ど

（
一
時
た
い
積
を
含
む
）を
行
う
場
合
は
、

申
請
や
届
け
出
な
ど
条
例
に
定
め
る
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
安
全
基
準

に
適
合
し
な
い
土
砂
は
、
面
積
を
問
わ

ず
埋
め
立
て
な
ど
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。 　

ま
た
4
月
に
条
例
が
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
通
り
で
す
。

◦
許
可
基
準
の
欠
格
要
件
に
暴
力
団
員

な
ど
を
規
定

◦
届
け
出
な
ど
に
必
要
な
添
付
書
類
や

図
面
を
明
示

◦
民
法
改
正
に
伴
い
、
法
定
代
理
人
に

法
人
を
明
記

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

在
学
中
の
利
子
を

半
額
補
給

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
市
で
は
、
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
融
資

を
受
け
て
、
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学

す
る
人
や
在
学
し
て
い
る
人
、
そ
の
親

族
に
、
在
学
期
間
中
の
利
子
の
半
額
を

補
給
し
ま
す
。

対
象
＝
金
融
機
関
か
ら
国
の
教
育
ロ
ー

ン
の
融
資
を
受
け
、
次
の
条
件
を
満

た
す
人

◦
市
内
に
1
年
以
上
住
民
記
録
が
あ
る

人
◦
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

利
子
補
給
期
間
＝
交
付
決
定
さ
れ
た

月
か
ら
の
在
学
期
間（
最
長
7
年
間
。

留
年
し
た
年
数
は
除
く
）

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
返
済
予
定
表
・

住
民
票（
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た

も
の
）、
平
成
25
年
度
の
市
税
納
税

証
明
書
・
印
鑑
・
在
学
ま
た
は
入
学

を
証
明
で
き
る
も
の

※
く
わ
し
く
は
教
育
総
務
課（
☎
20
‐

1
5
8
0
）へ
。

一
人
き
り
で
悩
ま
ず
に

無
料
調
停
相
談

　
交
通
事
故
・
多
重
債
務
・
遺
産
相

続
・
離
婚
・
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相

談
に
、
調
停
委
員
・
弁
護
士
ら
が
応
じ

る
「
無
料
調
停
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

日
時
＝
10
月
25
日
㈯ 
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

会
場
＝
保
健
福
祉
館

※
裁
判
所
で
取
り
扱
い
中
の
事
件
に
つ

い
て
は
、
相
談
に
応
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。く
わ
し
く
は
佐
倉
調
停
協
会（
☎

0
4
3
‐
4
8
4
‐
1
2
1
5
）へ
。

11
月
か
ら
午
後
4
時
に

夕
焼
け
小
焼
け
の
放
送

　
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
が
正
常
に

作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、

試
験
放
送
を
1
日
2
回（
正
午
と
夕
方
）

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
夕
方
の
放
送（
童
謡
「
夕
焼
け
小
焼

け
」）の
時
刻
は
11
月
1
日
㈯
か
ら
午
後

4
時（
10
月
31
日
㈮
ま
で
は
午
後
5
時
）

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

※�各施設の測定結果は、市ホームページ（http://www.city.narita.chiba.jp/sisei/sosiki/koho/110311.
html）に掲載しています。くわしくは環境対策課（☎20-1532）へ。

市内の放射線量測定結果 単位：マイクロシーベルト／時

施設名 測定日 測定の高さ
1m

測定の高さ
0.5m

測定の高さ
0.05m

小中学校（37カ所） 8月29日〜9月24日 0.04〜0.10 0.04〜0.11 0.04〜0.11
保育園・幼稚園・認可外保
育施設（35カ所） 8月29日〜9月24日 0.04〜0.09 0.04〜0.10 0.04〜0.10

保育園・幼稚園・認可外保育
施設（35カ所）の砂場・ブラン
コなど

8月29日〜9月24日 － 0.04〜0.12 0.04〜0.17

体育施設（22カ所） 9月1日〜9月26日 0.05〜0.10 0.04〜0.11 0.04〜0.12
公園（79カ所） 9月1日〜9月26日 0.04〜0.10 0.04〜0.10 0.03〜0.11
子どもの遊び場（23カ所） 9月1日〜9月26日 0.06〜0.10 0.05〜0.12 0.05〜0.10

市役所（花崎町） 9月22日 0.09 0.09 0.09
9月29日 0.08 0.09 0.09

下総支所（猿山） 9月22日 0.10 0.11 0.10
9月29日 0.10 0.11 0.11

大栄支所（松子） 9月22日 0.08 0.08 0.07
9月29日 0.08 0.07 0.07

大清水大気測定局
（遠山中敷地内）

9月22日 0.08 0.09 0.09
9月29日 0.09 0.09 0.08

幡谷大気測定局
（久住体育館隣）

9月22日 0.08 0.08 0.08
9月29日 0.09 0.09 0.09

国の目標値は0.23マイクロシーベルト／時です。

日
曜
開
庁
な
ど
が
休
止

　
機
器
点
検
の
た
め
、
10
月
19
日
㈰

は
日
曜
開
庁
を
行
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
10
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・
25
日

㈯
は
自
動
交
付
機
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
く
わ
し
く
は
行
政
管
理
課（
☎
20‐

1
5
0
1
）へ
。
自
動
交
付
機
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
市
民
課（
☎
20
‐
1
5
2
5
）

へ
。
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心の健康、
応援します

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先
市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日  9：00〜16：00

市役所2階市民相談室
�※�各相談の受け付けは、終了
時間の30分前までです。

市民協働課市民相談室
☎20-1507
※�裁判所で係属中の事
件は相談できません。
法律相談11月分の予
約は10月29日㈬午前
8時30分から受け付
けます。

法律相談（予約制） 水曜日 13：00〜16：00
もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）10月28日㈫、11月25日㈫ 10：00〜15：00

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 10月24日㈮、11月14日㈮ 13：00〜16：00

税務相談 10月21日㈫、11月18日㈫ 10：00〜15：00
不動産相談 10月21日㈫、11月18日㈫ 10：00〜12：00

市民よろず相談 11月15日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館
千葉県行政書士会印旛支部
代表 作田義美さん
☎23-3286

税務支援センター（予約制） 10月22日㈬、11月12日㈬ 10：00〜15：00 千葉県税理士会成田支部（囲護台1-1-2成田U-シティホテル1階）
千葉県税理士会成田支部
☎36-7411

司法書士法律相談 10月15日㈬、11月19日㈬ 18：00〜20：00 保健福祉館
千葉司法書士会佐倉支部
代表 菊地裕文さん
☎28-5562

司法書士による電話相談 月・水曜日 14：00〜17：00 電話相談のみ（10120-971-438）
千葉司法書士会
☎043-246-2666

木造住宅耐震相談（予約制） 10月22日㈬ 9：00〜16：00 市役所5階501会議室 建築住宅課 ☎20-1564

子育て中の人の職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階マザーズコーナー ハローワーク成田マザー
ズコーナー ☎20-0567

消費生活相談 月〜金曜日 9：30〜16：30 市役所2階消費生活センター 消費生活センター
 ☎23-1161

社労士年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
女性のための相談
（DV含む・予約制） 木曜日 10：00〜16：00 市役所2階相談室 企画政策課 ☎20-1500

交通事故相談（予約制） 11月11日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階相談室 交通防犯課 ☎20-1527

障がい者相談 月〜土曜日  9：00〜18：00 保健福祉館 ほっとすまいるセンター
☎27-1106

心配ごと相談
木曜日

13：00〜16：00
保健福祉館

社会福祉協議会
☎27-775511月14日㈮ 下総地域福祉センター

11月21日㈮ 保健福祉館大栄分館
酒害相談 11月6日㈭ 9：00〜12：00 保健福祉館 社会福祉協議会☎27-7755
家庭児童相談 月〜金曜日  9：00〜16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月〜金曜日  9：00〜17：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（不登校相談・い
じめ相談など） 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 ふれあいるーむ21 

☎20-1414
教育相談（学校教育全般・
いじめ相談など） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育指導課（市役所5階） 教育指導課 ☎20-1582

教育相談（家庭教育・青少年教育） 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎22-5100

農地・農政相談 11月5日㈬ 8：30〜11：30 下総支所農政課分室 農政課 ☎20-154213：30〜16：30 大栄支所農政課分室

困りごと・悩みごと相談室
一人で悩んでいないで相談してみませんか？
相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日ごろ感じている疑問や
悩みを解消してみてはいかがですか。

※12：00〜13：00は相談できません。祝日は相談を実施していません。相談日
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催し物
迫力ある格闘技

世界サンボ選手権大会
　ロシアの国技であるサンボの世界選手
権大会が開催されます。
期日＝11月21日㈮〜23日（日・祝）
会場＝市体育館
内容＝シニア男子スポーツサンボ・シニ
ア男子コンバットサンボ・シニア女子
スポーツサンボ

※くわしくは世界サンボ選手権大会実
行委員会事務局（☎03-5298-1755 
ホームページwww.japan-sambo.
com/narita2014/）または生涯スポー
ツ課（☎20-1584）へ。

クラブやサークルの作品や発表

大栄ふるさと文化まつり
日時
◦展示の部…10月28日㈫〜11月2日㈰ 
午前9時〜午後9時（28日は午前10時
から、2日は午後3時まで）

◦発表の部…11月2日㈰ 午前9時30分
〜午後4時30分

会場＝大栄公民館
内容＝水墨画・ペン習字・写真などの展
示と、舞踊・民謡・詩吟などの発表
※くわしくは大栄公民館（☎73-7071、
月曜日・祝日は休館）へ。

訓練された技術を競う

成田市消防操法大会
　消防技術の向上と消防団員の士気高揚
を目的に、各地区の消防団員が日々の訓
練で培った技術を競います。
日時＝10月26日㈰ 午前8時から
会場＝大栄B＆G海洋センター運動場
※くわしくは消防総務課（☎20-1590）へ。

小中学生の作品を展示

水辺の風景画コンクール
日時＝10月29日㈬〜11月2日㈰ 午前
10時〜午後6時（2日は午後3時まで）

会場＝佐倉市立美術館
※入場は無料です。くわしくは印旛沼環
境基金（☎043-485-0397）へ。

成田山と宗吾霊堂で

菊花大会
成田山新勝寺
期間＝10月20日㈪〜11月15日㈯
会場＝成田山新勝寺大本堂周辺
宗吾霊堂
期間＝10月20日㈪〜11月25日㈫（予
定）

会場＝宗吾霊堂境内
※くわしくは成田市菊花連合会・鈴木さ
ん（☎043-498-0196）へ。

成田を巡って豪華賞品を

ぐるなりスタンプラリー
期間＝10月18日㈯〜12月7日㈰
賞品＝旅行券・食事券・市の特産品など
応募方法＝参加店を3店回り、スタンプ
を3つ集める（500円でスタンプ1つ）
※くわしくは、ぐるなり.comホームページ
（http://www.gurunari.com）または
　成田空港通り活性化協議会事務局
（ぴーぽっぷ成田店・☎20-2345）へ。

成田市場へ行こう

わくわく感謝デー
日時＝10月25日㈯ 午前9時〜11時
会場＝成田市場
内容＝生マグロ解体実演即売会、わくわ
く野菜ルーレット、お楽しみ抽選会など
※くわしくは成田市場振興協議会（☎
24-1224）へ。

入賞作品を展示

祇園祭写真コンテスト
期間＝11月3日（月・祝）まで（10月20
日㈪・27日㈪を除く）

時間＝午前9時〜午後5時
会場＝成田観光館
※くわしくは観光プロモーション課（☎
20-1540）へ。

富里特別支援学校で

とみよう祭
日時＝11月15日㈯ 午前9時30分〜午
後1時45分

会場＝県立富里特別支援学校
内容＝生徒による舞台の発表、作業製品
の販売、作品の展示など
※くわしくは同校（☎92-2100）へ。

津軽三味線で

ふれあいコンサート
日時＝10月23日
㈭ 午後0時10分
〜0時45分

会場＝市役所1階
ロビー

内容＝土
は
生
ぶ
みさお

さんによる津軽
三味線の演奏
※鑑賞を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは生涯学習課（☎20-1534）へ。

美郷台地区会館で

サークルまつり
　美郷台地区会館で活動しているサーク
ルの展示・発表会を開催します。
日時＝11月1日㈯・2日㈰ 午前10時30
分〜午後3時（2日の発表は午前11時
から）

会場＝美郷台地区会館
内容
◦展示…手芸・書道・スズムシ鑑賞・写
真・フラワーアレンジメントなど

◦発表…詩吟・フラダンス・琉球舞踊・
琉球三線・社交ダンス・お茶会など
※くわしくは美郷台地区会館（☎24-435 
2、月曜日・祝日は休館）へ。

バザーや模擬店も

三里塚コミセンまつり
日時＝11月2日㈰ 午前9時〜午後4時
会場＝三里塚コミュニティセンター
内容＝サークルの展示・発表会、バザー、
模擬店など
※当日は「なかよしひろば」と図書室はお
休みします。くわしくは三里塚コミュ
ニティセンター（☎40-4880、月曜
日は休館）へ。

世界各国の作品を展示

国際こども絵画交流展
日時＝10月25日㈯〜11月3日（月・祝） 
午前9時〜午後3時30分

会場＝成田山新勝寺大本堂第二講堂
内容＝「ふるさと」をテーマに、世界各国
と市内の子どもたちの絵画作品を展示
※入場は無料です。くわしくは生涯学習
課（☎20-1583）へ。
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魅力的なスポットを紹介

市内施設見学会
期日＝11月11日㈫
集合時間＝午前8時40分（午後3時20分
解散）

集合場所＝市役所1階ロビー
見学コース＝いずみ清掃工場・リサイク
ルプラザ、大慈恩寺、日本航空成田第
一格納庫

対象＝市内在住の人
定員＝36人（初めての人を優先に抽選）
参加費＝無料（昼食は各自で用意）
申込方法＝10月22日㈬（当日消印有効）
までに、はがき・FAX・Eメールのいず
れかで住所・氏名（フリガナ）・生年月
日・電話番号を広報課（〒286-8585 
花崎町760 FAX24-1006 Eメールk 
oho@city.narita.chiba.jp）へ
※くわしくは同課（☎20-1503）へ。

自然と歴史を感じて

ユニセフ・ラブウォークin房総のむら
日時＝11月23日（日・祝） 午前9時30分
から（雨天決行）

会場＝房総のむら
集合場所＝ドラムの里（栄町）
コース＝3㎞コース、5㎞コース
定員＝300人（先着順）
参加費＝中学生以上500円、4歳〜小学
生200円（保険料など）

申込方法＝11月14日㈮までに電話・FA 
X・Eメールのいずれかで住所・氏名・
年齢・コースを千葉県ユニセフ協会（☎
043-226-3171 FAX043-226-317 
2 Eメールfukuchan@unicef-chiba.
jp）へ
※くわしくは同協会へ。

資産税課で

非常勤職員
応募資格＝心身ともに健康で、初歩的な
パソコン操作ができる人

募集人員＝2人
業務内容＝税務事務補助（書類の整理、
簡単なパソコン操作など）

勤務期間＝12月初旬〜3月中旬
勤務日時＝週2〜3日（土・日曜日、祝日、
年末年始を除く）、午前9時〜午後5時

時給＝900円
応募方法＝10月20日㈪〜29日㈬（土・
日曜日を除く）の午前9時〜午後5時に、
写真を貼った履歴書を直接資産税課
（市役所2階）へ。当日面接を行います
※くわしくは同課（☎20-1514）へ。

エクセルを学ぶ

ITリーダー育成講習会
日時＝11月16日㈰・23日（日・祝）（全2

回） 午前9時〜午後4時（23日は午前9
時20分から）

会場＝成田国際福祉専門学校（郷部）
内容＝エクセルの応用（関数、表・グラ
フの活用、グラフィックなど）

対象＝エクセルの基本操作ができる20
歳以上の人

定員＝20人（市内在住で初めての人を優
先に先着順）

受講料＝2,160円（テキスト代を含む）
申込方法＝11月7日㈮（必着）までに、は
がきに住所・氏名（フリガナ）・年齢・
電話番号を書いて生涯学習課（〒286-
8585 花崎町760）へ
※くわしくは同課（☎20-1583）へ。

1日のんびり出掛けよう

秋の博物館めぐり
日時＝11月15日㈯ 午前8時〜午後5時
見学先＝川崎市岡本太郎美術館、川崎大
師（昼食）、横浜市歴史博物館

定員＝80人（応募者多数は抽選）
参加費＝1,500円（入館料・保険料など）
申込方法＝10月31日㈮（当日消印有効）
までに往復はがきに参加者（1枚2人ま
で）の住所・氏名・年齢・電話番号を
書いて生涯学習課（〒286-8585 花
崎町760）へ
※くわしくは同課（☎20-1534）へ。

初めての人の

囲碁入門教室
日時＝11月21日・28日、12月5日・12日・
19日の金曜日（全5回） 午前10時〜正午

会場＝玉造公民館
内容＝囲碁のルールなど初歩から学ぶ
対象＝成人
定員＝20人（応募者多数は抽選）
申込方法＝10月28日㈫（必着）までに、
はがきに住所・氏名・電話番号・教室
名を書いて玉造公民館（〒286-0011 
玉造7-21）へ
※くわしくは同館（☎26-3644、月曜
日・祝日は休館）へ。

思い出を記録

ビデオカメラ講習会
日時＝11月5日㈬・12日㈬（全2回） 午
前10時〜午後3時

会場＝市立図書館2階視聴覚製作室
内容＝撮影と動画の編集を学ぶ
対象と定員＝成人・10人（先着順）
持ち物＝ビデオカメラ・昼食
※参加費は無料です。申し込みは午前9
時30分〜午後5時に視聴覚サービスセ
ンター（☎27-2533、月曜日・11月4
日㈫は休館）へ。

お知らせ
市外在住の人も出席できます

成人式の案内状
　市では、平成27年1月11日㈰に成人
式（対象は平成6年4月2日〜7年4月1日
生まれの人）を行います。学校や仕事の
都合など、市外に住所を移している場合
で出席を希望する人にも案内状を送りま
すので、11月21日㈮までに生涯学習課
（☎20-1583）へ連絡してください。
※くわしくは同課へ。

飛行機を間近に見学

募 集

　皆さんのご理解をお願いします。
期�間＝平成27年2月1日〜7月31日
（アリーナは5月1日から）
※�くわしくは生涯スポーツ課（☎20-
1584）へ。

市体育館が改修工事で休館
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30歳以上の女性で

レディース卓球大会
日時＝11月27日㈭ 午前9時から
会場＝市体育館
内容＝シングルス、ダブルス（両方に参
加することも可）

対象＝30歳以上の女性で、県親善大会
3・4部以下の人

参加費＝シングルス800円、ダブルス1
組1,600円

申込方法＝11月12日㈬（必着）までに郵
便局にある申込用紙に必要事項を書い
て、市卓球協会（〒286-0807 豊住
郵便局留）へ
※くわしくは市卓球協会・関山さん（☎
26-8968）へ。

テレビでも活躍の女性医師

フォーラム・イン・ナリタ
日時＝11月23日（日・祝） 午前10時30
分から

会場＝市役所6階大会議室
テーマ＝もっとやさしく、もっと自由に
〜共に生きる社会をめざして

講師＝香山リカさん（精神科医）
定員と参加費＝300人（先着順）・無料
申込方法＝電話・FAX・Eメールのいずれ
かで住所・氏名・電話番号を企画政策
課（☎20-1500 FAX24-1006 Eメー
ルkikaku@city.narita.chiba.jp）へ
※参加者には入場整理券を送ります。手
話通訳・託児室（2〜6歳）の利用を希
望する人は、11月14日㈮までに申し
出てください。くわしくは同課へ。

室内で楽しむ

バウンドテニスフェスタ
日時＝11月2日㈰ 午前9時30分〜午後
4時

会場＝市体育館
内容＝バウンドテニス教室、ダブルスの
リーグ戦など

対象＝市内在住・在勤・在学の中学生以
上の人

参加費＝500円（保険料）
持ち物＝運動のできる服装、運動靴
※申し込みは10月24日㈮までに市レク
リエーション協会事務局（生涯スポーツ
課・☎20-1584）へ。

体を動かして健康に

市体育館のイベント
会場＝市体育館
対象＝16歳以上の人（健康増進フィット
ネス体操は中高年者）

定員＝各50人（先着順）（健康増進フィッ
トネス体操は30人）

参加費＝市内在住の人250円（学生190
円）、市外在住の人360円（学生270円）

ヨガ教室
日時＝11月14日㈮ 午後1時30分〜2時
45分

申込開始日＝10月15日㈬
ピラティス教室
日時＝11月18日㈫ 午後2時〜3時
申込開始日＝10月16日㈭
骨盤体操
日時＝11月17日㈪ 午後2時〜3時
申込開始日＝10月17日㈮
アルファエクササイズ
日時＝11月14日㈮ 午前10時〜11時30
分

申込開始日＝10月18日㈯
健康増進フィットネス体操
日時＝11月13日㈭・27日㈭ 午後1時30
分〜3時

申込開始日＝10月19日㈰
初めてのエアロビクス
日時＝11月12日㈬・26日㈬ 午後1時30
分〜3時

申込開始日＝10月20日㈪
※申し込みは申込開始日の午前9時から
市体育館（☎26-7251）へ。

郷土料理に挑戦しよう

太巻き寿司講習会
日時＝11月27日㈭ 午前9時30分〜午
後2時

会場＝中央公民館調理室
対象＝市内在住・在勤の成人
定員＝20人（応募者多数は抽選）
参加費＝1,000円程度（材料費）
持ち物＝三角巾、エプロン、巻き簾

す

申込方法＝10月31日㈮（必着）までに、
はがきまたはEメールで住所・氏名・電
話番号を農政課（〒286-8585 花崎町
760 Eメールnosei@city.narita.chi 
ba.jp）へ
※くわしくは同課（☎20-1541）へ。

古墳を見ながら歩く

ウォークラリー大会
日時＝11月22日㈯ 午前9時受け付け開
始（随時スタート）

集合場所＝橋賀台小学校
コース＝緑道と古墳のある街コース
対象＝小学生以上
チーム編成＝2〜5人
参加費（1人当たり）＝小中学生300円、
高校生以上500円
※申し込みは11月7日㈮までに市レク
リエーション協会事務局（生涯スポー
ツ課・☎20-1584）へ。

みんなで実験

放課後わくわく科学あそび
日時＝10月22日㈬・29日㈬、11月5日
㈬・12日㈬（全4回） 午後4時30分〜5
時30分

会場＝子ども館
テーマ＝割れないシャボン玉作り、空気
砲であそぼう、トマトを浮かせる秘密
をさぐる、紙おむつで実験

対象＝全回参加できて保護者が迎えに来
られる小学生

定員＝15人（先着順）
参加費＝400円（材料費・全4回分）
※申し込みは午前9時から子ども館（☎
20-6300、月曜日・祝日・10月19日
㈰は休館）へ。

平成27年4月1日開設の

小規模保育施設設置事業者
　市では、平成27年4月1日から開設で
きる小規模保育施設の設置事業者を募集
します。設置要件、設置に係る補助金な
どの詳細は、子育て支援課ホームページ
（http://www.city.narita.chiba.jp/
sisei/sosiki/kodomo/index0000.h 
tml）をご覧ください。
※くわしくは同課（☎20-1538）へ。

コマ図を見てチェックポイントを巡る
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成田山門前町歴史講演会

市史講座
日時＝11月30日㈰ 午後2時〜4時
会場＝市役所6階大会議室
テーマ＝門前町に生きる〜過去・現在・
未来

講師＝鈴木正
まさ
崇
たか
さん（慶應義塾大学文学

部教授）・久保田滋子さん（千葉商科大
学非常勤講師）

定員と参加費＝200人（先着順）・無料
申込方法＝10月16日㈭午前10時から
直接・電話・はがきのいずれかで住
所・氏名・性別・電話番号を市立図書
館「市史講座」係（☎27-2533 〒286-
0017 赤坂1-1-3）へ。図書館ホーム
ページ（http://www.library.city.nar 
ita.lg.jp/）からも申し込みできます
※くわしくは同館（月曜日・11月4日㈫・
25日㈫は休館）へ。

楽しく健康に

市民パークゴルフ大会
日時＝11月10日㈪ 午前8時15分集合
（雨天中止。午前7時に実施判断）

会場＝久住パークゴルフ場
定員＝100人（先着順）
参加費＝1,500円（昼食代、賞品代など）
※申し込みは11月4日㈫までに市レク
リエーション協会事務局（生涯スポー
ツ課・☎20-1584）へ。

平成27年10月実施の国勢調査

統計調査員
　国勢調査が、平成27年10月1日に全
国一斉に実施されます。
　市では、国勢調査に従事する統計調査
員を募集します。
応募資格＝次の全てに当てはまる人
◦市内在住で、満20歳以上の健康な人
◦調査上知り得たことなど、秘密の保護
を順守できる人

◦警察・税務・選挙に直接関係がない人
調査期間＝平成27年9月上旬〜10月下
旬

内容＝説明会への出席、調査対象・調査
区域の確認、地図と名簿の作成、調査
票の配布・回収・点検・整理など

報酬額＝国の基準により支給
応募用紙配布場所＝行政資料室（市役所1
階）、行政管理課ホームページ（http://
www.city.narita.chiba.jp/sisei/s 
osiki/joho/tyousainbosyu.html）、
下総・大栄支所、市立図書館、保健福
祉館、各公民館

応募方法＝応募用紙に必要事項を書い
て、直接行政管理課（市役所4階）へ
※応募者すべてが調査員として従事でき
ない場合もあります。そのほか各種統
計調査員も随時募集しています。くわ
しくは同課（☎20-1501）へ。

幽玄の美を描きだそう

水墨画教室
　墨色の濃淡を使い分けて描く水墨画の
楽しさを味わいませんか。
日時＝11月14日・21日・28日、12月
5日・12日の金曜日（全5回） 午後1時
30分〜3時30分

会場＝公津公民館
内容＝水墨画の基礎を学ぶ
対象＝成人
定員＝18人（応募者多数は抽選）
参加費＝1,000円程度（材料費）
持ち物＝書道道具一式
申込方法＝10月28日㈫（必着）までに、
はがきに住所・氏名・電話番号・教室
名を書いて公津公民館（〒286-0004 
宗吾1-839-1）へ
※くわしくは同館（☎26-9610、月曜日・
祝日は休館）へ。

新しい趣味に

中央公民館で2教室
会場＝中央公民館
対象＝成人（将棋入門教室は初心者）
定員＝各20人（応募者多数は抽選）
申込方法＝10月31日㈮（必着）までに、は
がきまたはEメールで住所・氏名・電話
番号・教室名を中央公民館（〒286-00 
17 赤坂1-1-3 Eメールkominkan@c 
ity.narita.chiba.jp）へ

将棋入門教室
日時＝11月21日・28日、12月5日・12
日・19日・26日、1月9日・16日・23
日・30日の金曜日（全10回） 午前10時
〜正午

内容＝初歩から実戦までプロ棋士に学ぶ
参加費＝無料
プリザーブドフラワー教室
日時＝11月22日㈯、12月20日㈯、1月
17日㈯（全3回） 午後2時〜3時30分

参加費＝9,000円（材料費）
持ち物＝はさみ、持ち帰り用の袋
※くわしくは同館（☎27-5911、第1月
曜日・祝日は休館）へ。

地域文化の伝統に触れる

伊能歌舞伎鑑賞教室
　伊能歌舞伎定期公演のリハーサルを鑑
賞しませんか。
日時＝11月8日㈯ 午後1時〜4時
会場＝大栄公民館プラザホール
定員＝30人（応募者多数は抽選）
内容＝弁天娘女

めおの
男白

しらなみ
浪「稲瀬川の場」、菅

原伝授手
てならいかがみ
習鑑・増

ぞうぶ
補「松王下

しも
屋敷」、仮

名手
でほん
本忠臣蔵七

しち
段目「祇園一

いちりき
力茶屋の

場」を台本に沿って鑑賞し歌舞伎につ
いて学ぶ
※申し込みは11月5日㈬までに大栄公民館
（☎73-7071、月曜日・祝日・11月4
日㈫は休館）へ。

募 集

60年前は石畳の仲町の坂（県文書館所蔵）

本番前日の緊張感漂う練習
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保 育 園 開 放 日

H E A L T H  A N D  W E L F A R E

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けしています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

●母親学級（予約制）…主に初めて母親に
なる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその
家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月ま
での赤ちゃんが対象
　※�赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳
別冊）を健康増進課へ送付。

10120-2
24時間

4-1
い

1
い

3
サービス

0

ダイヤル回線からは☎043-242-9939、
午後7時〜10時・年中無休

☎♯8000

ボンベルタ成田店

中台運動公園

こ
ど
も
発
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日曜祝日診療機関

成田市
医療相談ほっとライン

赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）急病診療所

　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（日曜日の午前中・ウイング土
屋・☎23-8070）

大田クリニック（日曜日の午前中・ウイン
グ土屋・☎23-2100）

なのはなクリニック（日曜日の午前中・吉
岡・☎49-0533）

専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

※事前に症状を連絡し、受付時間内に健康保険証を持って来所してください。

☎27-1116

こども急病電話相談

献血にご協力ください
【イオンモール成田】
10月26日㈰ 午前10時〜11時45分、午
後1時〜4時30分

【大成建設】
10月27日㈪ 午前10時〜11時30分

【下総支所】
10月27日㈪ 午後2時〜4時
※�都合により変更になる場合があります。
くわしくは千葉県赤十字血液センター
献血推進二課（☎047-457-0711）へ。

▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人
歯の健康相談 11月 5日㈬ 午後1時30分〜2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制） 10月22日㈬ 午後1時15分から カウンセラー・保健師（治療中の人は除く）
11月 5日㈬ 精神科医師・保健師（治療中の人は除く）

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 10月27日㈪

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成26年6月生まれ
赤ちゃん相談・10カ月 10月24日㈮ 平成25年12月生まれ
1歳6カ月児健診 11月 6日㈭ 平成25年4月生まれ
2歳児歯科健診 11月13日㈭ 平成24年4月生まれ
3歳児健診 10月23日㈭ 平成23年4月生まれ

5歳児健診（予約制） 10月30日㈭ 午後1時〜1時15分
午後1時40分〜1時55分

平成21年4月2日〜22年4月1日生まれの幼稚園や保育園に
通っていないなどの理由で、健診を受ける機会のない幼児

こころの発達相談（予約制） 11月12日㈬ 午前9時〜11時50分 心理発達に心配のある乳幼児

　このコーナーの問い合わせは各保育園
へ。三里塚第一・三里塚第二・長沼・大
栄・宗吾・公津の杜保育園以外は予約が
必要です。
時�間＝午前10時〜11時（長沼は午前9時〜
午後0時15分、大栄は午前9時30分〜
午後4時30分、宗吾・公津の杜は午前9
時〜正午・午後1時〜3時）

対�象＝保育園・幼稚園に通っていない就学
前の乳幼児

診療日 診療
科目 診療時間

毎日
（休診日なし）

内　科
小児科

午後7時〜午後11時
（受け付けは午後10
時45分まで）

日曜日・祝日
8月13日〜15日
12月29日〜1月3日

内　科
小児科
外　科
歯　科

午前10時〜午後5時
（受け付けは午後4時
45分まで）

保育園名 電話番号 期　日 保育園名 電話番号 期　日
＊松　崎 26-8282 10/17㈮、11/ 7㈮ 　小御門 96-2362 10/16㈭、11/ 6㈭
　赤　荻 24-0752 10/24㈮、11/14㈮ ＊三里塚第一 35-0165 10/21㈫、11/ 4㈫
＊赤　坂 20-6900 10/16㈭、11/ 6㈭ ＊三里塚第二 35-0081 10/28㈫、11/11㈫
　橋賀台 28-0676 10/28㈫、11/11㈫ 　長　沼 37-0005

毎日
（土・日曜日、祝日を除く）

　中　台 27-9023 10/15㈬、11/ 5㈬ ＊大　栄 73-3000
＊吾　妻 27-5773 10/22㈬、11/12㈬ ＊宗　吾 26-2472
　玉　造 26-8889 10/23㈭、11/13㈭ ＊公津の杜 29-6551
＊中台第二 29-6676 10/21㈫、11/ 4㈫ ＊成　田 22-0856 一時保育のみ＊高　岡 96-0042 10/22㈬、11/12㈬ ＊つのぶえ 22-0867

＊は一時保育あり（要予約）
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受講後は育児のサポート役に
子育て支援ボランティア養成講座

日時＝11月21日㈮・28日㈮、12月5日
㈮（全3回） 午前10時〜正午

会場＝保健福祉館
内容＝講話「保育の心 子どもの安全確保
と遊びの大切さ」を聴き、絵本の読み
聞かせなどの方法を学んだ後、実際に
ボランティア活動を体験する

定員＝20人（市民を優先に先着順）
参加費＝無料
※申し込みは11月17日㈪までにボラン
ティアセンター（☎27-8010）へ。

発達に不安を感じたら
ことばの相談室

　市では、言葉の発達や発音の誤り・吃
きつ

音
おん
などに不安のある市内在住の就学前の
子どもを対象に、相談・訓練を行ってい
ます。
※申し込みは健康増進課（☎27-1111）へ。

認知症かもと思ったら
もの忘れ相談

日時＝11月13日㈭ 午後1時30分から
会場＝福祉部相談室（市役所議会棟1階）
内容＝メンタルヘルス医による個別相談、

福祉サービスの情報提供、家庭訪問（希
望者のみ）など

対象＝物忘れが気になる人、認知症の人
やその家族など

定員と相談料＝3人（先着順）・無料
※申し込みは10月17日㈮から高齢者福
祉課（☎20-1537）へ。

悩みの共有や情報交換を
在宅介護者のつどい

日時＝11月13日㈭ 午後1時30分〜3時
30分

会場＝下総地域福祉センター
対象＝認知症などの人を在宅介護してい
る人

定員と参加費＝15人（先着順）・無料
※申し込みは社会福祉協議会（☎27-77 
55）へ。

転入した妊婦や乳幼児の保護者へ
母子保健サービス

　市では、母親学級・赤ちゃん相談・乳
幼児健診・予防接種などの母子保健サー
ビスを行っています。
　市内に引っ越してきた妊婦や乳幼児の
保護者に、これらのサービスの説明や、
妊婦・乳児健康診査受診票、予防接種問
診票の発行を行います。
　対象者は母子健康手帳を持って、健康
増進課（保健福祉館内）で手続きしてくだ
さい。
※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

精神障がい者の交流の場
憩いのサロン

　憩いのサロンは、精神障がい者が雑談
を楽しんだり情報交換をしたりする場で
す。入退室は自由で、会話に加わらずそ
の場にいるだけでも構いませんので、気
軽に参加してください。
日時＝第3木曜日 午後1時30分〜4時
会場＝そう庵（宗吾2-483）
内容＝茶話会や情報交換など
対象＝精神科医療機関に通院している人
または通院しようと考えている人、ボ
ランティアなどで精神保健福祉の促進
に協力している人

参加費＝200円（茶菓子代など）
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは社会福祉協議会（☎27-77 
55）へ。

元気のヒントがいっぱい
健康・福祉まつり

日時＝10月18日㈯・19日㈰ 午前9時〜
午後4時

会場＝保健福祉館
※内容は広報なりた10月1日号で確認し
てください。くわしくは実行委員会事務
局（☎27-5000）へ。

非常勤職員を募集
児童ホーム

応募資格＝18歳以上の健康で意欲のあ
る人（高校生を除く）

募集人員＝若干名
業務内容＝留守家庭児童（小学生）の生
活・余暇指導

勤務期間＝11月1日〜3月31日（日曜日・
祝日・年末年始を除く）

勤務時間＝午後1時30分〜7時の間のシ
フト勤務（土曜日、春・夏・冬休み期
間は午前7時30分から）

勤務場所＝市内の児童ホーム
時給＝教諭免許・保育士資格あり1,170
円、資格なし1,130円

応募方法＝10月21日㈫（必着）午後5
時までに、写真を貼った履歴書を直
接または郵送で保育課（市役所2階 
〒286-8585 花崎町760）へ
※くわしくは同課（☎20-1607）へ。

最新の治療方法を学ぶ
食物アレルギー教室

日時＝11月5日㈬ 午前10時〜正午
会場＝印西市文化ホール
内容＝講話「食物アレルギーの最新の診
断と治療〜安心して食べるために」、
参加者同士の交流会

対象＝食物アレルギーを持つ子どもの保
護者

定員＝40人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは10月29日㈬までに印旛健
康福祉センター地域保健課（☎043-4 
83-1134）へ。

講話のほか医療相談会も
腎臓病を考える会

日時＝10月26日㈰ 午後1時〜4時
会場＝京葉銀行文化プラザ（千葉市）
内容＝講話「糖尿病性腎症〜透析医の立
場から」「ありのままを受けとめてサ
ポートしよう 認知症と腎臓病」、患者
の体験談、医療相談会など

定員＝180人（先着順）
参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは千葉県腎臓病協議会（☎04 
3-256-4661）へ。

福祉と健康
H E A L T H  A N D  W E L F A R E

健康相談などを受けられます
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成田市のホームページ　10月になりました。過ごしやすい気候ですが、時折、肌寒く感じること
もあります。秋といえば、皆さんは何を思い浮かべますか。「芸術の秋」「ス
ポーツの秋」など、何をするにもよい季節ですが、わたしはいつも「食欲の
秋」。ところで、今月27日は市立図書館が開館して30周年ですが、この日は、
読書週間の始まる日でもあります。皆さんも市立図書館を上手に利用して、
「読書の秋」をじっくり楽しんでみてはいかがでしょうか。

集編 後 記

　成田の夏を彩る祇園祭がことしも7月4日から6日の3日間盛
大に行われました。本年度は本町が当番町を務めましたが、計
画運行の実施という大きな変化が見られました。成田山新勝寺
の御本尊である不動明王の本地仏である、奥之院大日如来の祭
礼として約300年の歴史を持つこの祭りも、時代に合わせて変
化してきました。
　戦後の最初の大きな変化は、昭和48（1973）年から山車の曳
き廻しが毎年行われるようになったことです。それまでは3年
に1度しか行われていませんでした。本町の渡辺久仁男さんの
記憶では、高校生だった昭和40年前後には山車を曳いたこと
が一度もなく、本町は多分3年以上休んでいたのではないかと
のことでした。この変化は祭りが町だけの行事から観光客を意
識したイベントへ移り変わる大きな一歩になりました。
　また同年には間近に迫った成田空港の開港、観光客の増大に

伴う山車の運行の計
画や観光化などに対
応するために実行委
員会を立ち上げまし
た。実行委員会の立
ち上げは、昭和47
年の当番町であった
本町をはじめとして
数町が提案し、仲町
が当番町である次年
度に発足しました。
それと同時に、先鋒
と呼ばれる山車・屋
台の運行を仕切る役

が整備されました。昭和49年には土屋も加わり、９町と新勝寺
が参加する現在の形が出来上がりました。
　さらに時代の変化は、山車・屋台の昼間の曳き手の減少という形
で現れました。渡辺久仁男さんの話では、当時の本町の曳き手は
十数人ほどで、仲町の坂を上るのも大変なので、お囃子方はタ
クシーに乗せ、空の山車を曳いて電車道をJR成田駅方面へ上る
など、少ない曳き手の中でも祭りを行う工夫がされていました。
そのような状況の中で、本町とほかのいくつかの町が新勝寺へ
開催日変更の要望書を提出し、平成13（2001）年からは、7月7
日から9日までという伝統的な日程を７月7・８・9日に直近の
金・土・日に変更して多くの観光客に見てもらうようにしまし
た。開催日変更は会社勤めなどで平日には休みを取れない人が
増えて参加者が減少したことへの対策でもありました。
　平成26（2014）年度は当番町が中心となって、計画運行が行
われることになりました。これまでも、山車・屋台の経路や納
車時間などは決められ、運行がスムーズになるように配慮がさ
れていましたが、観光客の増大、先鋒同士の協議の長時間化、
山車・屋台の待機時間などの問題がだんだん大きくなってきた
ので、経路と運行時間の共有化を図り、時間短縮が行われました。
　このように成田祇園祭も、時代状況に合わせて大きく変化して
きたことが伺えます。本町はほかの町と比べると、若者衆も少な
く、歌や踊りなどが控え目で、比較的おとなしい印象を受けます
が、図らずも祭りの変化の場にはいつも居合わせてきました。祇
園祭の変化を追ってみると、良いものを受け継ぎさらに良くしよ
うとする、各町の人々の思いや心意気が随所に見えてきます。
� （吉野　亨）

門前町生に き
る

─ 過去・現在・未来 ─

第3回　成田祇園祭の移り変わり

昭和21年の本町の山車（渡辺久仁男さん提供）

ことしの本町の山車


